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航海中は不安になることがあります。「休ん
でいる間に、この風が倍強くなったらどうし
よう」と自身の想像力で自分自身を追い込ん
でしまうことがあります。悪く考え出すとど
んどん悪い考えにとらわれてしまいます。自
分の想像力が一番怖いです。
恐怖を乗り越えるためには経験を重ねること
が必要だと考えています。今までの航海時に
もたくさんの嵐にあいました。やはり同じよ
うに「この風が強くなったどうしよう」、「もっ
と大きい嵐が来たらどうしよう」と考えて怖
くなる時がありました。ですが、何度も何度も
嵐を乗り越えていくうちに「これくらいの嵐
なら大丈夫」と限度がわかるようになってい
き、自分自身がだんだんと強くなっていきま
した。そんな意味では今が私史上一番強いで
すね（笑）。
誰しも強い人間になりたいと思うでしょう
が、思っているだけでは強くはなれません。何
事も経験を繰り返すこと、一歩を踏み出して
挑戦することが重要です。実際にやってみた
ことは自分自身の宝物になりますしね。

にはいきません。風は360度どこから吹いて
くるかわかりません。自然と対決するのでは
なく、自然に溶け込むことがコツです。大抵は
うまくいきませんけど、まれにパチッとはま
ることがあります。その瞬間が忘れられない
快感です。その気持ちよさがここまでヨット
を続けられた理由です。

　　今が私史上
いちばん強い

　　空想に
できないことはない

何かに挑戦することを難しいと思う人がいるか
もしれません。ですが、皆さん誰しもが何らかの
形でずっと挑戦していると思います。不器用な

　　芦屋の海から無限大
に広がる世界の海へ

私にとっては、たまたまそれが長く続けられて
いるヨットであっただけです。
挑戦は空想から始まります。空想は誰にでも
できますし、できないことはありません。今回
の挑戦も空想から始まりました。ヨットのこ
とや、航海のことを空想するだけでも楽しい
です。若い皆さんも是非空想してみてくだ
さい。
私は今、風を受け、海を見ながら、頭の中に世
界地図を広げて過ごしています。

高校のヨット部に所属していたころ、北風が
吹いた時の練習場所はきまって芦屋の沖で
した。今はもう無いですが、焼却炉の高い円
筒を目指してヨットを走らせていたのを強
く覚えています。後にその一帯が宅地になっ
たと聞いた時、是非ともそこに住みたいと思
い、1980年５月に芦屋浜シーサイドタウン
に引っ越しました。29階の部屋に住んでい
ましたが、そこからは大阪湾で一番背の高い
“友が島灯台”の明かりを見ることができ、そ
れがとても嬉しかった。本来、友が島灯台の光

到距離（光が届く距離）は38kmですが、地上
85mの高さですと50km以上離れた芦屋市ま
で光が届くんです。その明かりを見るたびに
青春時代に戻れる気がしました。夢のような
気持ちでした。
紀伊水道を越えて友が島灯台を越え、六甲の
山並みが見えると＂ほっと＂します。山もあっ
て海もある、街自体も美しい芦屋はいいとこ
ろです。市域は狭く空間が限られていますが、
海は港から世界の海につながっており、空間
は無限大に広がっています。それをもっと活
用できたらいいですね。

　　100歳まで
挑戦を続けたい

体が動くうち、心臓が動くうちは100歳まで
挑戦を続けたいと思っています。
今はまだ言えないですが、次の挑戦も思い描
いています。これまでの12回の航海を見返し
ていただければ、次にどんなことに挑戦する
かわかる人もいるかも知れません。発表した
時にそれがあっているか楽しみに待っていて
ください。

堀江謙一さん  主な航海
1962(昭和37)年	 世界初の単独太平洋横断に成功（西宮～サンフランシスコ）

1974(昭和49)年	 単独無寄港世界一周（ケープ・ホーン西回り）

1982(昭和57)年	 世界初の縦回り世界周航に成功

1985(昭和60)年	 世界初、ソーラーボートで単独太平洋横断（ホノルル～父島）

1989(平成元年)	 世界最小ヨットで単独太平洋横断（サンフランシスコ～西宮）

1993(平成５)年	 世界初、足漕ぎボートで単独太平洋横断（ホノルル～沖縄）

1996(平成８)年	 アルミ缶リサイクルのソーラーパワーボートで単独太平洋横断

　　　　　　　　（南米エクアドル～東京）

1999(平成11)年	 業務用生ビール樽とペットボトルを再利用した双胴船で単独太平洋横断

　　　　　　　　（サンフランシスコ～ホノルル～明石海峡大橋）

2002(平成14)年	 ウイスキー樽を再利用したヨットで単独太平洋横断（西宮～サンフランシスコ）

2005(平成17)年	 単独無寄港世界一周（ケープ・ホーン東回り）

2008(平成20)年	 世界初、ウエーブパワーボートによる単独太平洋横断（ホノルル～紀伊水道）

2022(令和４)年	 世界最高齢での単独太平洋横断（サンフランシスコ～西宮）
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大阪府大阪市生まれ。兵庫県芦屋市在住。	
1954年関西大学第一高等学校入学同校ヨット部入部。
1962年単独無寄港太平洋横断に成功。その偉業を評価
されサンフランシスコ市長から「名誉市民の鍵」を受け
取る。この航海の手記「太平洋ひとりぼっち」がベストセ
ラーになり、石原裕次郎主演で映画化された。その後も、
世界一周や太平洋横断など数々の航海を続ける（下記航
海一覧参照）
1997年アルミ缶リサイクルのソーラーパワーボートで
単独太平洋横断の航海の成功を讃えられ、エクアドル共
和国政府がガラパゴス諸島の岬に「堀江謙一船長岬」と命
名した。2011年内閣総理大臣賞など受賞。


